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み立てる訳にはいかないため、今回我々が目標とするのは DNA オリガミという技術を用いて DNA
によるアクチュエータを作り、実際に作動するかどうかを確認するということである。ここで DNA
オリガミとは長い一本鎖 DNA（M１３）と短い一本鎖 DNA 鎖（staple strand）を織り交ぜ、温度調
整をし、DNA 塩基の相補性を利用することで、特定のナノスケールの構造物を作り出す技術である。
 より具体的に書きまとめる。DNA アクチュエータを作る際にどのようにしてそれを活かせばいい
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 この度、この研究成果を国際生体分子ロボットコンテスト BIOMOD で発表した。BIOMOD 






 10 月 27 日～28 日にかけて、アメリカ・カリフォルニア大学サンフランシスコ校において行われ
た BIOMOD2018 という国際大会に出場した。大会には世界各地から多くの大学のチームが出場して
おり、どのチームも魅力的で個性豊かなプレゼンテーションを行っていた。 
 この大会では参加者の前で行う研究成果に関する 10 分の英語のプレゼンテーションと質疑応答、














[1] BIOMOD JAPAN 2018 分子ロボティクス http://www.molecular-robotics.org/bimod-japan-
2018/ 
[2] BIOMOD 公式ホームページ http://biomod.net/ 
 
 
